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研究成果の概要 

本研究では、膜分離活性汚泥法（MBR法）の膜の目詰まり（膜ファウリング）の原因となるバイオフィ

ルムにおいて、その形成に重要な役割を果たす細菌の解析と分離培養を試み、ファージによるバイオフ

ィルム形成細菌の殺傷によるバイオフィルム形成抑制を目的としている。 

昨年度までに分離した、通常濃度の培地ではゲル状の細胞外物質をほとんど分泌しないが、低濃度（実

環境に近い濃度）の培地ではゲル状の細胞外物質（EPS）を多量に分泌する株（IK01株）について、ゲ

ノム解析の結果から低濃度培地の浸透圧に応答して EPS を生成している可能性がわかった。そこで、

EPS 生成関連遺伝子の発現解析を行った結果、通常時と比較してゲル状コロニーを形成している時に

は、これら遺伝子が優位に高発現している事を明らかにした。 

IK01 株の EPS を分析した結果、糖が主成分であり、このほかにタンパク質や長鎖脂肪酸が含まれてい

る事がわかった。また、MBRの膜面ゲル状バイオフィルムの分析結果からも、同様な長鎖脂肪酸が検出

されたことから、IK01 株の EPS がゲル状バイオフィルムの一部を構成している可能性が明らかとなっ

た。 

低濃度の培地ではゲル状の細胞外物質を多量に分泌する幾つかの菌株について、クロスフローろ過装

置を作製し、簡易的にろ過特性の評価を行った。その結果、バイオフィルムを形成しない菌株と比較し

て、ゲル状細菌はろ過抵抗を有する可用性 EPSを多量に生成する可能性が明らかとなった。また、昨年

度に分離したファージのゲノム解析などを実施し、同定を行った。 

実際の下水処理 MBRについて、流入下水中の微生物と活性汚泥微生物群集、および膜面バイオフィルム

の微生物群集の解析を継続的に実施し、MBR活性汚泥と流入微生物に直接な関係はないが、流入下水微

生物の組成変動が、活性汚泥微生物の組成変動に間接的に関与している可能性がわかった。 
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